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神
戸
か
ら

ピ
ア
ニ
ス
ト

白
井
満
智
子
の
ｉ
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9 塁

ふとしたきっかけからスペイン音楽に魅せられ、ふた夏続けてスペインの音
楽講習会へ参加した。その成果を３月2 0 日“スペインの夜' ，と題して大阪府立
労働センター大ホールで披露する、桐朋学園のピアノ科を卒業後も単身渡米し
てボストンのニューイングランド音楽院大学院で２年間学んだ久々のリサイ
タルで練習に余念がない。白と赤の組み合わせが春らしく新鮮な装いです
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●
●
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※写真のブラウスを抽選で３名様
にプレゼントいたします。ご希
望の方は葉書に住所・氏名・年
齢・職業を記名の上下記までご
応募ください。’8 5年３月2 5日締切
〒6 5 O 神戸市中央区東町1 1 3 - 1
大神ビル９Ｆ月刊神戸っ子
ｒイズム」プレゼント係
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羊
の
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と
牛
の
足
を
売
る
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中
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二
紀
念
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の
①
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己
○
○
ぐ
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世
界
の
物
売
り
（
３
）
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南蛮美読言冨f 震実験交流サロン

シアター･ ポシェット
３月の公演

3 日（日）劇団カミング｢ ハムレット' 8 5 」
１４:００，１７:００

７，８，９，１０日浜崎満舞台｢ 審判」
１８:30(７，８，９日）１４:30(10日）

2 1 日( 木) グループ1 2 コンサート
１４:００～１６:００

2 4 日（日）フランス映画祭１４: 0 ０

☆シアター利用のご案内
●曜日、時間／土、日晒日（通常）AM10:OO-PMJ8:００
●費用／ホール設備の使用無料。光熱、空調、答理費のみ実費
･付帯殴憶／グランドピアノ・エレクトーン・録音、音将殿器、ミ
キサー､照明コントローラー・テープレコーダー､マイク、映写機等
・お申し込み、お問い合わせ
そごう前センター街東南角、さんちか入口
〒６５o 神戸市中央区三宮町１丁目５－１住友銀行ピル６Ｆ
佐本小児歯科佐本進念３３１－６３０２～３

●
門
那

●
己
ン
ユ

エ
ケ
邸

●
三
本
松
不
動
＃

●
英
国
館

不
動
坂

、
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可『 ファーストクラスの休日…

エグゼクティブが翼を休めるために
１１

」！ １
．
・
》
・
一

４

蕊謹雪雲

禁繍筈,ﾀｰﾅｼｮﾅﾙ

■

」

ＭＩＮＡＭＩｌＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬＣＯ.,ＬＴＤ･
神戸市中央区浜辺通５丁目１－１４

TEL,078(232)1301
ノ

光あふれる海と透きとおる空の群青の中に一羽の白いカモメを見
つける･ ･ ･ …。
太陽と海のウェーブを、こころよく胸の中に感じる。何かが、脈

うつような気分．．…・・
ファーストクラスの休日に抱かれた南の海のブレックファスト。
サントピアマリーナ洲本ハーバービュー通り､ 白亜の麗しいホテル
「ロイヤルグレースホテル淡路島」が４月２１日、誕生します。

、

.dＩ③
ＲｏＹＡＬＧＲＡｃｌＥＨｏＴＥＬ

ＡＷﾍ J ＩｓＨＩＭＡ
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『
与且

も』，
弓

』錨

Ｐ
可
■
ワ
ワ

恥
軍
【
ｒ
『
《

壷
『
Ｆ
Ｆ
Ｆ

毒亨言

国
，

０
■

ぉ
か
つ
ば
頭
に
大
き
な
目
。
小
柄
。
あ
ど
け
な
さ
が
残
る
。
昨
年
、
『
ロ
ー
ト
レ
ァ
モ
ン
の
論
理
』
（
静
地
社
刊
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
旧
作

に
『
ラ
ン
ポ
ー
《
あ
る
地
獄
の
季
節
》
構
成
論
』
（
牧
神
社
刊
）
。
「
も
と
も
と
ラ
ン
ポ
ー
が
好
き
だ
っ
た
ん
で
す
。
高
校
時
代
、
授
業
中
に

机
の
下
で
本
を
開
げ
て
（
笑
）
」
。
し
か
し
〃
文
学
少
女
“
と
呼
ば
れ
る
こ
と
は
嫌
う
。
評
論
家
の
寺
田
透
氏
に
よ
っ
て
雑
誌
『
文
学
』
に
ラ

ン
ポ
ー
ノ
ー
ト
の
一
部
が
紹
介
さ
れ
た
の
は
鱒
歳
の
と
き
・
「
詩
の
解
釈
は
読
み
手
の
勝
手
で
は
な
い
。
書
き
手
に
は
、
何
か
を
伝
え
た
い

止
む
に
止
ま
れ
ぬ
衝
動
が
あ
る
は
ず
。
そ
れ
は
理
解
可
能
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
」
。
高
校
時
代
か
ら
の
〃
直
感
〃
だ
。
目
下
、
フ
ラ
ン
ス

の
歴
史
家
、
エ
ド
ガ
ー
・
キ
ネ
の
『
新
し
き
精
神
』
（
一
八
七
五
年
刊
）
の
翻
訳
に
取
り
組
む
。
「
こ
れ
を
読
む
と
そ
の
当
時
の
人
た
ち
の
世

界
観
が
よ
く
分
り
ま
す
。
ラ
ン
ポ
ー
や
ロ
ー
ト
レ
ァ
モ
ン
が
読
ん
だ
で
あ
ろ
う
書
物
を
、
一
流
、
二
流
を
問
わ
ず
読
み
た
い
ん
で
す
」
。
当

時
の
世
界
像
を
再
現
し
、
詩
人
へ
の
〃
理
解
〃
へ
近
づ
く
と
い
う
一
つ
の
方
法
論
を
確
立
し
つ
つ
あ
る
。
昭
和
型
年
３
月
、
明
石
市
生
ま
れ
。

兵
庫
県
立
明
石
高
校
卒
業
。
「
た
う
ろ
す
」
同
人
。
西
宮
市
在
住
。
現
在
、
大
阪
に
あ
る
夫
君
．
一
度
氏
の
企
画
オ
フ
ィ
ス
で
コ
ピ
ー
ラ
イ

タ
ー
と
し
て
も
活
躍
中
。
（
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
に
て
）

祇
○
第
皿
回
ブ
ル
ー
・
メ
ー
ル
賞
受
賞
闇
ｖ

■
判
４
角
１
１
唾
一
一
一
一

』
■

戸

″
詩
人
の
魂
〃
を
読
み
取
る

且

ｈ‐》
E ベ調〆

ｙ

・
一
釦

一
》

Ｌ
照
１
，
１
ｋ
四

』
、

堤

一ニ

ユ

鼎
！

Ｌ

■固唾孤一ＧＥ‐
’０Ｗ

階
上

今『
‐Ｆ

畠

『『
電Ｉ

松
尾
美
恵
子
〈
評
論
）

●

カ
メ
ラ
・
松
原
卓
也

ｋ
剤

■

文
学
部
門

正
１．、

ド

亀『

､ 画冗一
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』;鰯メ
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、

『ハ画
Ｆ 歌

が
好
き
で
好
き
で
し
ょ
う
が
な
い
、
歌
っ
て
い
る
時
が
最
高
に
幸
せ
。
体
力
が
続
く
限
り
歌
い
続
け
た
い
、
と
い
う
安
芸
さ
ん
。

今
回
の
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
の
受
賞
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
昨
年
、
月
弱
日
の
〃
こ
う
も
り
〃
の
舞
台
で
あ
る
。

「
こ
の
舞
台
は
、
廻
月
に
亡
く
な
っ
た
父
が
見
て
く
れ
た
最
後
の
舞
台
な
ん
で
す
。
今
回
の
受
賞
は
自
分
か
ら
挑
戦
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
入

賞
で
は
な
く
、
舞
台
を
見
て
選
ん
で
い
た
だ
い
た
、
思
い
が
け
な
い
賞
な
の
で
、
す
ご
く
嬉
し
い
で
す
ね
。
父
も
喜
ん
で
く
れ
る
と
思
い

ま
す
」
と
、
本
当
に
嬉
し
そ
う
に
受
賞
の
喜
び
を
語
る
。

譜
面
（
ス
コ
ア
）
を
じ
っ
と
見
て
い
る
と
、
自
分
の
演
じ
る
人
物
の
考
え
方
、
性
格
、
人
生
ま
で
が
み
え
て
く
る
、
平
面
の
譜
面
（
ス
コ

ア
）
か
ら
作
者
の
表
現
し
た
か
っ
た
人
物
を
読
み
と
っ
て
、
立
体
的
に
舞
台
の
上
に
浮
び
あ
が
ら
せ
て
い
く
。
む
ず
か
し
さ
は
あ
る
が
、

自
分
が
自
分
で
旗
く
な
る
１
人
の
何
倍
も
の
人
生
を
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
オ
ペ
ラ
の
魅
力
だ
と
い
う
．

刑
年
な
に
わ
芸
術
祭
新
人
奨
励
賞
、
弼
年
日
伊
コ
ン
コ
ル
ソ
の
ミ
ラ
ノ
大
賞
、
Ⅶ
年
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
日
系
交
響
楽
団
国
際
コ
ン
ク
ー
ル

第
一
位
、
と
そ
の
活
躍
ぶ
り
は
め
ざ
ま
し
い
．
今
日
も
、
神
戸
の
街
並
み
が
一
望
の
レ
ッ
ス
ン
室
で
、
６
月
の
舞
台
〃
コ
ジ
・
フ
ァ
ン
・

ト
ゥ
ッ
テ
“
の
練
習
が
続
く
…
。
昭
和
野
年
１
月
生
ま
れ
・
大
阪
音
楽
大
学
大
学
院
卒
・
長
田
区
在
住
。
（
五
位
ノ
池
・
レ
ッ
ス
ン
室
に
て
）

閥
．
第
皿
回
ブ
ル
ー
・
メ
ー
ル
賞
受
賞
高
Ｍ

歌
っ
て
い
る
時
が
最
高
に
幸
せ
／
・
Ｉ
安
芸
栄
子
声
楽
〉
カ
メ
ラ
米
田
定
蔵

ｈ

露一一

＃

~~，属･蕊：
ｒ

音
楽
部
門

１ 門
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少

一 鯉
､全

Ｆ

｡■
「
街
並
み
が
美
し
く
な
れ
ば
当
然
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
引
き
立
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
。
芸
術
的
街
並
を
作
り
た
い
で
す
ね
」
建
築
に
限
り
な

く
Ａ
Ｒ
Ｔ
感
覚
を
求
め
る
武
田
則
明
氏
だ
が
、
中
学
生
の
頃
は
、
野
口
英
世
に
憧
れ
て
、
医
者
を
目
指
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
も
と
も

と
好
き
だ
っ
た
絵
画
へ
の
興
味
を
捨
て
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
建
築
に
対
す
る
興
味
が
湧
い
て
き
た
こ
と
が
合
い
ま
っ
て
現
在
の
職
を
選

択
し
た
。
神
戸
大
学
工
学
部
建
築
学
科
卒
業
後
、
山
下
寿
郎
設
計
事
務
所
に
入
社
し
、
霞
ヶ
関
三
井
ピ
ル
の
設
計
室
に
転
勤
。
当
ビ
ル
の

設
計
に
従
事
し
、
日
本
建
築
史
の
歴
史
的
瞬
間
に
立
ち
合
っ
た
。
そ
の
後
、
札
幌
転
勤
を
経
て
、
神
戸
へ
戻
り
、
水
谷
穎
介
氏
主
宰
の
都

市
・
計
画
・
設
計
研
究
所
（
Ｕ
Ｒ
）
に
こ
ろ
が
り
こ
む
。
３
年
間
に
神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
基
本
計
画
。
大
州
の
中
心
市
街
地
区
再

開
発
基
本
構
想
等
の
仕
事
に
携
わ
る
。
刊
年
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
仕
事
が
減
っ
た
の
を
機
会
に
独
立
を
決
意
。
現
在
に
至
る
。
独
立
後

の
初
仕
事
は
「
で
っ
さ
ん
」
（
李
良
平
氏
が
施
主
）
で
あ
る
．

昨
年
、
廻
月
１
円
か
ら
５
日
間
、
神
戸
元
町
海
文
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
独
立
叩
年
を
記
念
し
て
、
加
年
間
に
建
て
た
建
築
物
の
模
型
と

平
面
図
を
展
示
し
、
初
の
個
展
を
開
い
た
。
こ
の
個
展
の
ユ
ニ
ー
ク
な
内
容
が
今
回
の
受
賞
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
「
美
術
部
門
で
受
賞
で

き
た
こ
と
は
、
な
に
よ
り
も
う
れ
し
い
で
す
」
こ
れ
か
ら
も
よ
り
美
し
い
街
並
み
作
り
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。
〈
思
い
出
の
で
っ
さ

ん
に
て
〉

建
築
は
芸
術
な
ん
だ

Ａ
ｕ
第
皿
回
ブ
ル
ー
・
メ
ー
ル
賞
受
賞
尚
Ｖ

４峰
↑
』

一

ｋ

ｉ
ｌ
ｌ

帯
ｒ
、一

一
創

、

美
術
部
門

／

瀞４
屯塞伊

武
田
則
明
〈
建
築
家
〉
カ
メ
ラ
松
原
卓
也

』－３
壷■
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〃
と
に
か
く
、
カ
ッ
コ
よ
く
撮
り
た
か
っ
た
ん
で
す
″
と
開
口
一
番
・
〃
男
は
強
い
方
が
い
い
し
、
女
は
き
れ
い
な
方
が
い
い
〃
そ
う
い

う
言
葉
が
、
気
負
い
も
街
い
も
な
く
出
て
く
る
。

学
生
監
督
白
羽
弥
仁
の
撮
っ
た
「
セ
ピ
ア
タ
ウ
ン
」
１
１
上
神
戸
で
育
っ
た
人
間
の
眼
が
捉
え
た
時
間
と
空
間
で
あ
る
。

彼
の
頭
に
焼
き
つ
い
て
い
る
神
戸
の
一
番
美
し
い
風
景
は
、
沈
み
ゆ
く
太
陽
に
照
ら
さ
れ
て
、
だ
ん
だ
ん
オ
レ
ン
ジ
色
に
染
ま
っ
て
い

く
港
だ
と
言
う
。

無
意
識
の
内
に
見
て
い
た
風
景
が
、
映
画
の
中
で
、
そ
の
ま
ま
淡
々
と
描
き
出
さ
れ
る
。
彼
自
身
の
思
い
入
れ
、
こ
だ
わ
り
が
、
嫌
味

な
く
見
事
に
消
化
さ
れ
、
清
々
し
さ
さ
え
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
外
側
か
ら
見
て
切
り
取
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
街
の
姿
が
、
あ
る
が

ま
ま
の
形
で
流
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

〃
出
来
、
不
出
来
は
別
に
し
て
、
映
画
を
撮
る
と
い
う
こ
と
は
素
晴
し
い
こ
と
だ
と
思
う
〃
と
語
る
彼
。
神
戸
を
舞
台
に
し
た
第
２
作

け
人
将
人
伽
ｔ
郡
く

が
、
楽
し
み
で
あ
る
。
ス
タ
ッ
フ
と
喧
々
誇
々
の
思
い
出
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
前
で
の
撮
影
と
な
っ
た
。

滝
川
高
校
出
身
、
日
大
芸
術
学
部
在
学
中
。
昭
和
弱
年
生
ま
れ
の
加
歳
。

神
戸
を
撮
る
若
き
感
覚

門
・
第
狸
回
ブ
ル
ー
。
メ
ー
ル
賞
受
賞
瞬
ｖ

。

ｕ
画

，
Ｆ

『

Pr

識 １

院

這亭、L〃』
『
Ｌ

Ｌ
》
上
西更

膳
；
Ｉキ

i、

鵜

舞
台
芸
術
部
門

四 白
羽
弥
仁
〈
学
生
監
督
）
カ
メ
ラ
米
田
定
蔵

●
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神
戸
家
具
の
未
来
を
担
っ

－
ル
賞
受
賞
闇
ｖ
フ
ァ
ヅ

lｉ
ｄ 偽

Ａ
ｕ
第
皿
回
ブ
ル
ー
・
メ

兵
庫
県
家
具
組
合
連
合
会
の
下
部
組
織
と
し
て
、
ま
た
当
時
の
神
戸
市
内
に
お
け
る
家
具
屋
の
青
年
部
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
弱
年
、

神
戸
市
家
具
青
年
部
会
は
結
成
さ
れ
た
。
結
成
当
初
は
、
初
代
会
長
永
田
良
一
郎
氏
（
永
田
良
介
商
店
社
長
）
が
、
木
工
団
地
の
開
設
を
進

行
中
だ
っ
た
関
係
も
あ
り
、
名
古
屋
の
三
好
木
工
団
地
見
学
へ
い
く
な
ど
、
同
業
者
同
志
の
親
睦
を
深
め
る
活
動
が
主
力
に
お
か
れ
て
い
た
。

現
在
会
員
は
、
四
名
。
全
員
が
、
兵
庫
県
家
具
組
合
連
合
会
所
属
者
の
一
一
世
た
ち
で
あ
る
（
如
歳
定
年
制
）
。
七
代
目
会
長
と
し
て
は
、
藤
井

光
造
氏
（
㈱
ク
レ
ア
シ
オ
ン
フ
ジ
イ
社
長
）
が
大
役
を
果
た
し
て
い
る
。
過
去
加
年
間
で
は
、
昭
和
胡
年
の
名
古
屋
木
工
団
地
見
学
を
は

じ
め
、
猫
年
の
神
戸
家
具
講
習
会
と
各
講
座
、
妬
年
の
約
Ⅲ
名
が
参
加
し
た
神
戸
家
具
合
同
運
動
会
、
卿
年
の
神
戸
家
具
新
作
発
表
展
、

弘
年
の
神
戸
市
と
共
催
に
な
っ
た
個
展
、
昭
年
の
第
１
回
神
戸
洋
家
具
フ
ェ
ア
、
弱
年
の
加
周
年
記
念
誌
発
行
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
す

べ
て
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
と
れ
た
若
々
し
い
活
動
が
、
受
賞
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
神
戸
」
を
め
ざ
す
神
戸
市
は
、

生
活
文
化
（
ト
ー
タ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
）
と
し
て
の
方
向
性
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
ん
な
中
で
神
戸
市
家
具
青
年
部
会
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

産
業
の
代
表
と
し
て
若
い
パ
ワ
ー
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
３
月
蝿
日
か
ら
は
第
２
回
神
戸
洋
家
具
フ
ェ
ア
が
神
戸
貿
易
促
進
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
。
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

一

て
ｌ
神
戸
市
家
具
青
年
部
会
…
総
嬬
卓
也

シ
ョ
ン
部
門
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▼ 曹鶏挙寧１１

田

日
没
ま
で
ロ
ク
ロ
に

か
じ
り
つ
き

南
汎
〈
神
戸
陶
芸
研
究
所
主
宰
〉

昭
和
四
十
八
曇
子
焼
末
汎
窯
を
母

体
と
し
た
陶
芸
グ
ル
ー
プ
が
誕
生
し
て

今
日
ま
で
多
く
の
会
員
と
陶
芸
家
も
生

ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
活
躍
し
て
い
ま
す
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
日
曜
日
組
の
精
鋭

揃
い
で
、
熱
が
入
り
燃
え
て
く
る
と
、

夜
八
時
頃
ま
で
つ
か
れ
を
知
ら
な
い
ロ

ク
ロ
の
ひ
び
き
が
止
ま
な
い
、
粘
土
が

大
好
き
と
言
う
者
達
で
、
水
曜
日
金
曜
日

組
に
も
主
婦
会
員
が
遠
く
は
西
宮
、
揖

保
郡
太
子
町
か
ら
も
電
車
バ
ス
に
乗
り

継
ぎ
実
習
に
や
っ
て
き
ま
す
。

日
曜
日
組
だ
け
で
結
成
し
た
、
毎
年

三
月
末
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
北
野
坂
で
展
示

会
を
開
催
し
日
頃
の
成
果
を
発
表
す
る

「
神
戸
陶
芸
倶
楽
部
」
の
面
々
は
、
約

三
年
か
ら
九
年
の
間
、
日
曜
日
定
例
実

習
日
が
祝
日
で
も
や
っ
て
き
て
、
い
つ

の
間
に
か
土
曜
日
に
ま
で
越
境
、
内
一

人
は
会
社
休
日
の
水
曜
日
に
ま
で
や
っ

て
く
る
（
他
に
行
く
所
が
な
い
の
か
ナ
・
・
・
）

日
曜
日
組
の
神
戸
陶
芸
倶
楽
部
会
員

の
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

先
は
各
人
が
自
分
の
ね
ん
ど
を
さ
が

す
い
ひ

し
て
く
る
こ
と
で
試
し
焼
の
後
水
簸
の

上
成
土
造
り
の
作
業
を
す
る
、
勿
論
市

販
の
粘
土
も
使
用
し
ま
す
。
成
形
の
前

に
制
作
計
画
表
を
提
出
し
て
も
ら
い
お

互
い
に
造
形
に
つ
い
て
協
議
を
す
る
。

成
形
後
の
削
り
仕
上
げ
、
素
焼
Ｉ
施

粕
、
全
員
で
本
焼
窯
出
し
、
と
プ
ロ
同

様
の
工
程
を
こ
な
し
、
工
程
前
に
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
又
は
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
行
い
登
り
窯
の
本
焼
（
土
曜
日
）

篭唖塵が同
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》
》
函
函
四
画
ロ
個
個
Ⅷ
Ⅷ
部
・
鍛
郡
釧
雪

、
地
？
，
嘗
冊
し

｢１

ｈ

西
Ⅱ
ｎ
口
耐

１
１
１

一＝

ｒ ’ １リ｜ｉ
精鋭揃いの日曜組／前列左から服部和夫、南汎先生、宮本和子、後列左から野川健治郎、林青彦、北浦保子、鳥越功二、肥田隆

終
了
時
が
真
夜
中
で
女
性
二
人
は
帰
宅

し
残
り
全
員
は
宿
泊
、
冬
期
で
あ
っ
た

た
め
翌
日
夕
ぐ
れ
ま
で
に
窯
を
さ
ま
し

な
が
ら
早
く
自
分
の
作
品
に
お
目
ど
お

り
願
い
た
い
気
持
ち
、
ふ
る
え
る
手
で

作
品
入
口
の
壁
土
と
レ
ン
ガ
を
取
り
の

ぞ
く
と
熱
風
が
顔
い
つ
ぱ
い
に
あ
た
る
、

し
ゃ
べ
ら
な
い
粘
土
の
孤
独
な
ロ
ク
ロ

の
時
間
と
は
う
っ
て
変
わ
っ
て
感
動
の

涙
が
で
て
き
そ
う
な
瞬
間
、
歓
声
、
ま

た
も
や
祝
盃
感
激
の
連
続
で
す
。

他
に
は
窯
場
周
辺
に
花
壇
を
つ
く
り

四
季
の
花
が
咲
き
、
昨
年
九
月
に
は
、

第
六
回
展
を
記
念
し
て
十
二
本
の
山
茶

花
を
植
え
て
く
れ
ま
し
た
。
空
地
を
利

用
し
て
南
京
、
西
瓜
、
さ
つ
ま
芋
等
を

栽
培
、
昼
の
会
食
に
は
必
ず
奥
さ
ん
の

手
づ
く
り
の
お
に
ぎ
り
持
参
の
者
も
い

て
、
約
四
キ
ロ
離
れ
た
商
店
街
ま
で
お

か
ず
の
買
出
し
に
ゆ
く
役
目
も
自
然
に

出
来
て
い
て
毎
回
違
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
の

小
パ
ー
テ
ィ
が
な
に
よ
り
た
の
し
い
。

食
後
は
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
で
、
飲
ん
だ

者
は
百
円
以
上
を
瓶
に
入
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

陶
芸
愛
好
者
に
窯
場
を
開
放
し
、
こ

こ
で
は
職
業
上
下
な
く
地
球
の
皮
を
め

く
っ
て
の
材
料
で
全
員
の
目
的
が
同
じ

と
言
う
粘
土
と
災
か
ら
霊
妙
不
思
議
で

は
か
り
知
れ
な
い
結
果
を
学
び
、
心
豊

か
に
感
謝
の
日
々
を
送
っ
て
く
れ
ま
す

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

●
第
７
回
展
３
月
詔
日
〜
４
月
２
日

於
／
ギ
ャ
ラ
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ー
北
野
坂
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